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本年度は、研究チームメンバーの上田（崇城大学）の成果を報告する。 

ハブ(Protobothrops flavoviridis)毒の主要なタンパク質であるホスホリパーゼＡ２ (PLA2)アイソザイムは、そ

れぞれが固有な性質を有していることを明らかにしてきた (J Mol Evol. 2003 他多数)。本研究では、その

うち、高酵素活性型のＰＬＡ２と塩基性の不酵素活性型のＢＰＩＩに着目した。蛇毒のＰＬＡ２は、とても安定

性が高いため、金属錯体との結合により、新しいバイオミメティック素材の創出に寄与できるのではないか

と考えた。アニオン性 [Pt(CN)4]2-錯体の存在下で、ＰＬＡ２とＢＰＩＩの scaffold は類似しているにもかかわ

らず（図１）、興味深いことに、前者は、ファイバー状に、後者は、ロッド状の構造体を形成した (図
２)。それらの詳細な化学的分析の結果、[Pt(CN)4]2⁻イオンのタンパク質表面でのオリゴマー化

は、特に PLA2のアミノ酸残基と

の相互作用によって主に駆動され

ており、タンパク質表面のアミノ

酸残基とその表面に蓄積する金属

錯体の存在が、タンパク質表面の

アミノ酸残基と白金錯体間の金属

親和性相互作用に影響を与えるこ

とを示した。タンパク質の配列や

構造のわずかな違いが、ハイブリ

ッド材料の形態や性質に影響する

という知見は、新規なバイオミメ

ティック素材の設計、開発に貢献

できると期待される。 

              
 
  
図１ PLA2 および BPII の立体構造モデ

ル、表面電荷分布、および疎水性分布の比

較（a）カートゥーン表示、(b)表面電荷分

布、(c) 疎水性分布の比較 

 

 

 

 

 

図 2. (a) PLA₂/[Pt(CN)₄]²⁻、(b) BPI/[Pt(CN)₄]²⁻、(c) 

BPII/[Pt(CN)₄]²⁻ ハイブリッドの SEM像および SEM-

EDX マップ（C, N, Pt） 
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